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皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
串
間
市
民
病
院

の
江
藤
敏
治
で
す
。
い
つ
も
串
間
市
民
病
院

が
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
７
月

に
入
り
、
蒸
し
暑
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
先
月
号
の
熱
中
症
対
策
を
ご
活
用

い
た
だ
く
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
月
は

串
間
市
民
病
院
の
強
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①�

産
婦
人
科
：
当
院
の
河
崎
良
和
先
生
は

産
婦
人
科
専
門
医
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

県
内
で
も
数
名
し
か
い
な
い『
女
性
ヘ
ル
ス

ケ
ア
専
門
医
』で
も
あ
り
ま
す
。
婦
人
科
検

診
や
子
宮
が
ん
検
診
の
他
、
月
経
不
順
や

更
年
期
障
害
な
ど
女
性
特
有
の
お
悩
み
相

談
に
も
対
応
で
き
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
剤（
ピ

ル
）を
用
い
て
旅
行
や
試
合
日
に
月
経
が
重

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る『
月
経
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
』な
ど
も
行
い
ま
す
。
体
へ
の
負
担
を
最

小
限
に
と
ど
め
た
超
低
量
の
ピ
ル
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
運
動
量
に
比
べ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
が
少
な
い
場
合
が

多
く
、
貧
血
や
骨
粗
し
ょ
う
症
も
起
こ
り

や
す
く
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
維
持
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
学
的
、
栄

養
学
的
な
面
か
ら
も
支
援
い
た
し
ま
す
。

②�

外
科
：
当
院
の
髙
屋
剛
先
生
は
外
科
専
門

医
の
ほ
か
、
が
ん
治
療
認
定
医
・
消
化
器
病

専
門
医
で
す
。
当
院
で
は
入
院
は
も
と
よ

り
外
来
で
も
が
ん
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
や
県
病
院
と
連
携
し
て
地
元
で
安
心

し
て
が
ん
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
い
ぼ
痔
や
切
れ
痔
な
ど
の
各

種
痔
疾
患
の
他
、
高
齢
女
性
に
好
発
す
る

直
腸
脱
に
対
し
て
も
手
術
を
は
じ
め
適
切

に
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
髙

屋
先
生
は
、
胆
石
な
ど
の
胆
の
う
摘
除
術

を
は
じ
め
腹
部
手
術
に
対
し
て
負
担
の
少

な
い『
腹
腔
鏡
手
術
』
も
得
意
と
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
４

月
か
ら
県
立
宮
崎
病
院
の
麻
酔
科
部
長『
莫あ

ぐ

根ね

正た
だ
し

』
先
生
と
県
立
延
岡
病
院
の
麻
酔
科
・

集
中
治
療
・
救
急
部
長『
矢
野
隆た

か

郎お

』
先
生

の
２
名
が
串
間
市
民
病
院
で
働
い
て
く
れ

て
い
ま
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
す
。

感
謝
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
安
心

安
全
な
手
術
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

③�

乳
腺
外
科
：
毎
週
水
曜
日
に
前
田
資よ

り

雄お

先

生
が
乳
腺
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
県

内
で
も
著
名
な
専
門
医
で
す
。
こ
れ
ま
で

串
間
市
で
乳
が
ん
と
診
断
し
た
患
者
さ
ま

は
宮
崎
市
の
乳
が
ん
専
門
病
院
で
手
術
さ

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
串
間
市
民
病
院

に
麻
酔
科
専
門
医
が
着
任
し
ま
し
た
の
で
、

当
院
で
手
術
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
先
生
で
す
。

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④�
治
療
内
視
鏡
：
当
院
の
消
化
器
チ
ー
ム
は

県
内
で
も
屈
指
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
結
し
て
い

ま
す
。
肝
臓
病
・
消
化
器
病
・
消
化
器
内
視

鏡
の
専
門
医
が
あ
ら
ゆ
る
疾
患
に
対
処
し
ま

す
。
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ
ま
の
心
に

寄
り
添
い
、
思
い
を
分
か
ち
合
う
す
ば
ら
し

い
人
格
者
で
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑤�

在
宅
医
療
：
自
宅
で
安
心
し
て
介
護
を
続

け
る
こ
と
を
支
え
る
当
院
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン『
ク
ロ
ー
バ
ー
』
が
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
感
謝
で
す
。
薬

を
き
ち
ん
と
飲
め
て
い
る
か
、
入
浴
を
は
じ

め
体
の
清
潔
は
保
た
れ
て
い
る
か
な
ど
の
確

認
の
他
、
自
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
悩
み
や
心
配
に
心
か

ら
寄
り
添
う
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
ま
た
、

当
院
で
は
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
介
護
者
が
検
査
入
院
や
治
療
が
必

要
な
と
き
、
ま
た
旅
行
や
出
張
な
ど
の
場

合
、
当
院
で
２
週
間
以
内
の
入
院
が
可
能

で
す
。
と
て
も
便
利
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。
介
護
者
が
疲
れ
切
る
の
を
防
ぐ

シ
ス
テ
ム
で
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
に
ワ
ク
チ
ン
が
有

効
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ま
ご
存
じ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
外
国
製
の
ワ
ク
チ
ン
が
心
配
と
い

う
こ
と
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
た
め
ら
わ
れ

て
い
る
若
い
世
代
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
び
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
と
い
う
日
本
製（
武

田
薬
品
）
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
と
同
じ
製
法
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
有
効
性
90
％
、
副
反
応
が
よ
り
少

な
い
と
の
報
告
で
す
。
家
庭
内
で
の
感
染
予

防
が
重
要
で
す
。
当
院
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
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 敏
とし

治
はる

先生
宮崎大学医学部臨床教授
医学博士・内科医・公認心理師・労働衛生コンサルタント

【略歴ならびに活動内容】
1962年串間市生まれ。1989年宮崎医科大学卒業。
1994年から３年間ハーバード大学医学部で研究。
1999年串間市民病院内科部長、2002年宮崎大学准教授、 
2013年宮崎県立看護大学・大学院教授、2020年４月から現職

串間市民病院を
紹介します！健幸通信

じゃがじゃが

●問い合わせ先＝医療介護課医療保険係（5番窓口）　☎72 - 0333（内線515、513）

一定以上の所得のある方の医療費の窓口負担割合が変わります
　令和４年（2022年）10月１日から、75歳以上の方など※で一定以上の所得がある方は、現役並み所得者（窓
口負担割合３割）を除き、医療費の窓口負担割合が２割になります。
※65 ～ 74歳で一定の障害の状態にあり広域連合から認定を受けた方を含みます。
・負担割合は、９月中に届く被保険者証でご確認ください。
・住民税非課税世帯の方は、１割負担となります。

※１　�課税所得145万円以上で医療費の窓口負担割合が３割の方。�
（一定の基準・要件を満たす場合、窓口負担割合が１割または２割になるケースがあります）

※２　「課税所得」とは住民税納税通知書の「課税標準」の額です。
　　　�「課税標準」の額は、前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除など、所得控除（基礎控除や社会保険料控除など）な

どを差し引いた後の金額です。
※３　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※４　�「その他の合計所得金額」とは、事業収入や給与収入などから、必要経費や給与所得控除などを差し引いた後の金額のことです。

後期高齢者医療制度に関する
お知らせ

令和４年10月１日からの新しい被保険者証は９月中に被保険者全員に交付します。
新しい被保険者証は令和５年７月31日まで使えます。

該当する 該当しない

いない いる

世帯に 75 歳以上の方などが２人以上いるか

１人だけ ２人以上

「年金収入※３+その他の
合計所得金額※４」が

200 万円以上か

「年金収入※３+その他の
合計所得金額※４」の

合計が 320 万円以上か

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

１割 ２割 世帯全員が
１割

世帯全員が
２割

世帯全員が
１割

世帯全員が
3割

現役並み所得者※1に該当するか

世帯内 の 75 歳以上の方などのうち 
か課税所得※2が 28 万円以上の方がいる
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